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し
た
。

　

外
科
治
療
を
担
当
す
る

の
は
呼
吸
器
外
科
医
で
す

が
、
手
術
リ
ス
ク
の
評
価

や
対
応
、
術
後
の
肺
炎
な

ど
の
合
併
症
の
治
療
に
は

呼
吸
器
内
科
医
の
支
援
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

肺
移
植
を
待
つ
患
者
さ
ん

に
つ
い
て
は
呼
吸
器
内
科

で
の
在
宅
酸
素
療
法
や
薬

物
療
法
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
呼
吸
器
外
科
も

状
況
を
把
握
し
て
共
同
で

移
植
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

検
査
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
は
診
療
科
が
変
わ

る
と
一
旦
、
外
来
の
事
務

手
続
き
を
通
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー

化
に
伴
い
同
一
病
棟
で
連

携
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
胸
腔

鏡
に
よ
る
生
検
や
気
管
支

鏡
検
査
な
ど
で
機
動
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
発
足

前
か
ら
行
っ
て
い
た
呼
吸

器
内
科
と
呼
吸
器
外
科
の

両
科
合
同
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
も
引
き
続
き
毎
週
1

回
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー

の
診
療
に
関
連
す
る
他
の

診
療
科
、
た
と
え
ば
放
射

線
診
断
科
の
胸
部
グ
ル
ー

プ
、
放
射
線
治
療
科
等
の

ス
タ
ッ
フ
も
検
討
会
に
参

加
し
て
お
り
、
内
科
治

療
・
外
科
治
療
・
放
射
線

　

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
で
診

療
す
る
病
気
は
、
肺
炎
、

間
質
性
肺
炎
、
肺
気
腫
、

肺
が
ん
な
ど
の
肺
疾
患
を

は
じ
め
、
阪
大
が
得
意
と

す
る
胸
腺
腫
瘍
、
縦
隔
腫

瘍
、
重
症
筋
無
力
症
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
治

療
と
し
て
は
薬
物
療
法
や

肺
切
除
手
術
な
ど
の
一
般

的
な
治
療
か
ら
、
肺
移
植

の
よ
う
な
先
進
医
療
ま
で

　

内
視
鏡
に
よ
る
検
査
や

治
療
の
需
要
増
加
に
対
応

す
る
た
め
行
っ
て
い
た
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
約

1
・
7
倍
の
広
さ
と
な
っ

て
ベ
ッ
ド
数
が
増
え
、
リ

カ
バ
リ
ー
ベ
ッ
ド
も
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
最
新
型
の

内
視
鏡
を
導
入
す
る
と
と

も
に
院
内
で
使
用
す
る
内

視
鏡
を
一
括
管
理
し
、
検

査
、
治
療
を
よ
り
安
全
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は

昨
年
度
、
胃
、
食
道
な
ど

上
部
消
化
管
4
3
6
5

件
、
大
腸
な
ど
の
下
部
消

化
管
1
3
1
5
件
、
小
腸

94
件
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

40
件
の
検
査
を
行
い
ま
し

た
が
、
セ
ン
タ
ー
が
手
狭

な
た
め
、
こ
こ
2
、
3
年

増
え
続
け
て
い
る
各
診
療

科
か
ら
の
検
査
要
求
に
十

分
に
応
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に

初
期
の
胃
が
ん
、
食
道
が

ん
や
大
腸
が
ん
の
内
視
鏡

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫

瘍
に
対
す
る
化
学
療
法

（
抗
が
ん
剤
治
療
）は
主
と

し
て
呼
吸
器
内
科
の
担
当

に
な
り
ま
す
が
、
手
術
治

療
を
併
用
す
る
患
者
さ
ん

の
場
合
に
は
、
呼
吸
器
外

科
も
参
加
し
て
患
者
さ
ん

の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
把
握
し
て
治
療
に
あ
た

る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま

て
6
床
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鎮
静
ス
ペ
ー
ス
の

新
設
に
伴
い
、
リ
カ
バ
リ

ー
ベ
ッ
ド
が
3
床
設
置
さ

れ
、
術
前
検
査
の
麻
酔
が

覚
め
る
ま
で
患
者
さ
ん
が

安
静
に
す
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

外
来
で
の
内
視
鏡
検
査
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
組
織
表
面
の

毛
細
血
管
を
鮮
明
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
最
新
型
の

内
視
鏡
も
導
入
し
て
、
検

査
の
質
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　

一
方
、
咽
頭
や
喉
頭
が

ん
の
患
者
さ
ん
の
胃
ろ
う

を
内
視
鏡
を
用
い
て
作
成

し
、
術
後
の
回
復
を
早
め

る
治
療
法
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
新
し
い
が
ん
治
療
に

も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

将
来
的
に
は
胃
が
ん
や

大
腸
が
ん
の
内
視
鏡
手
術

を
、
セ
ン
タ
ー
で
日
帰
り
で

行
う
構
想
も
あ
り
ま
す
。

　

土
岐
祐
一
郎
セ
ン
タ
ー

長
は
「
内
視
鏡
に
よ
る
検

査
や
治
療
は
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
内
視
鏡
が
さ
ら
に
進

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診

療
に
お
け
る
内
視
鏡
の
重

要
性
が
増
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー

は
そ
れ
ら
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
充
実
・
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

肺
な
ど
呼
吸
器
の
病
気
を
呼
吸
器
外
科
と
呼
吸
器
内
科
が
連
携
し
て
診
療
す
る
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
が
、

こ
の
ほ
ど
東
7
階
病
棟
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
内
科
と
外
科
が
別
々
の
病
棟
で
診
療
し

て
い
た
た
め
、
入
院
患
者
さ
ん
の
診
療
が
円
滑
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
病
棟
を
共
有
し

た
結
果
、
無
駄
が
省
か
れ
、
内
科
と
外
科
の
両
診
療
科
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

外
科
・
内
科
の
連
携　

同
じ
病
棟
で
一
層
密
に

内視鏡センターの改修完了
広さ 1.7 倍、リカバリーベッドも設置

治
療
に
つ
い
て
は
件
数
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
患

者
さ
ん
の
待
ち
時
間
が
長

び
く
状
態
が
続
い
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
修
に
よ
り
、

面
積
が
1
5
0
平
方
㍍
か

ら
2
5
0
平
方
㍍
に
拡
大

し
、
ベ
ッ
ド
も
2
床
増
え

治
療
の
集
学
的
治
療
に
関

し
て
、
質
の
高
い
議
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
村
明
之
進
セ
ン
タ
ー

長
は
「
セ
ン
タ
ー
が
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
外
科
と

内
科
の
医
師
が
検
査
結
果

な
ど
の
患
者
情
報
だ
け
で

な
く
、
実
際
の
状
態
も
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
で
共
同
で
把

握
す
る
こ
と
が
容
易
に
な

り
、
意
思
疎
通
も
迅
速
に

な
っ
て
い
ま
す
。
阪
大
病

院
の
呼
吸
器
診
療
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
高
度
な
医

療
を
よ
り
適
切
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
診
療
の
質

も
向
上
し
て
い
く
で
し
ょ

う
」
と
、
呼
吸
器
セ
ン
タ

ー
の
こ
れ
か
ら
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

みんなのにこにこ
い･ろ･は･う･た

　スリッパは、院内で
はすべりやすく、ケガ
のもとになります。入
院中は履き慣れた、
すべりにくい、踵（か
かと）をおおう靴で
すごしましょう。

　入れ歯をなくして
しまうと、とても不便
です。検査などで外し
た時は、すぐに容器に
しまいましょう。

ろ
…
廊
下
は
意
外
に
す
べ
り
ま
す

　
　

ス
リ
ッパ
や
め
て
夜
も
安
心

は
…
歯
は
外
し
た
ら
い
れ
物
へ

　
　

大
事
な
体
の一
部
で
す

全4回シリーズ

～第2弾!～

次回、第48号では「に（自己決定）」「ほ（信頼で
きる人への相談）」の句を紹介します!

検査、治療をより安全に充実して行えるようになった

新設された鎮静スペース

呼
吸
器
外
科
・
内
科
の
合
同
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
さ
ら
に
充
実 オープンした呼吸器センター
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皮
膚
科

　

皮
膚
は
体
内
の
状
態
を

映
す
鏡
と
言
わ
れ
、
多
様

な
病
気
を
見
つ
け
る
窓
で

も
あ
り
ま
す
。
阪
大
病
院

の
皮
膚
科
は
、
皮
膚
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
皮
膚

の
多
彩
な
症
状
か
ら
病
気

の
背
景
を
探
索
し
、
最

適
・
最
新
・
最
良
の
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
の
皮
膚
を
健
康
に

保
ち
、
Q
O
L
向
上
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皮
膚
は
外
界
か
ら
体
を

守
る
重
要
な
「
臓
器
」
で
、

大
人
で
あ
れ
ば
畳
1
畳
分

も
の
面
積
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
丈
夫
な
バ

リ
ア
機
能
が
損
な
わ
れ
る

と
、
水
虫
か
ら
自
己
免
疫

疾
患
の
膠
原
病
、
命
に
か

か
わ
る
皮
膚
が
ん
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
皮
膚
病
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

当
科
で
は
特
に
難
病
に

関
す
る
専
門
外
来
を
設
置

し
て
お
り
、
一
般
の
診
療

所
や
市
中
病
院
で
は
治
り

に
く
い
病
気
に
対
し
て
先

端
的
な
治
療
を
行
っ
た
り
、

新
た
な
診
断
法
や
治
療
法

を
開
発
す
る
な
ど
、
質
の

高
い
医
療
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
は
、
発
症
の
原
因
が

複
雑
で
よ
く
解
明
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
治

療
を
し
て
も
皮
疹
が
よ
く

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
院
は
、
難
治
性
の

乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
に
つ
い
て
、
悪
化
原
因

を
探
索
し
て
包
括
的
な
治

療
を
行
う
拠
点
病
院
で
あ

り
、
症
状
が
落
ち
着
け
ば
、

地
域
の
関
連
病
院
で
治
療

を
継
続
す
る
連
携
体
制
を

取
っ
て
い
ま
す
。
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
で
は
、
悪
化

因
子
と
し
て
発
汗
機
能
異

常
の
関
与
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
当
科
で
は
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
さ
ん

の
発
汗
機
能
を
検
査
し
、

生
活
指
導
や
治
療
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発

汗
だ
け
で
な
く
皮
膚
表
面

の
角
質
の
保
水
や
蒸
散
機

能
も
測
定
し
て
、
皮
疹
の

悪
化
要
因
と
み
ら
れ
る
皮

膚
の
乾
燥
程
度
を
診
る
こ

と
で
も
治
療
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
の
副

作
用
に
よ
っ
て
皮
疹
が
で

き
る
薬
疹
は
、
重
症
に
な

る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
当
科
で
は
病
気

の
状
態
を
把
握
で
き
る
検

査
方
法
を
開
発
し
、
重
症

多
様
な
症
状
か
ら
病
気
を
探
索
、診
断
、治
療

円
滑
な
病
診・病
病
連
携
を
目
指
し

保
健
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

　疼痛医学寄附講座は2007年に設
置され、主に阪大病院の疼痛医療セン
ターにおける痛みの治療に携わってい
ます。痛みの原因が明らかであれば治
療方針を立てやすいのですが、いくつ
かの医療機関を受診しても原因がわか
らない患者さんの場合は、単一の診療
科だけで診るのではなく、多くの診療
科が携わることで病態が明らかとなり、
よりよい治療方針を立てられることがあ
ります。
　疼痛医療センターでは、一人の患者
さんをいろいろな観点から診察した上
で専門医が意見交換を行うシステムが
整っており、患者さんにとって一番良い
治療法を見出し、良い結果につなげて

います。
　また本センターでは、体の悪いところ
を検査で探すだけではなく、痛みが長
引く原因を総合的に見極める仕事もし
ています。痛みが何年も続いているよう
な場合には、身体的な原因だけではな
く心理的な問題が悪影響を及ぼしてい
たり、今まで受けていた治療の方針が
誤っていたりということもあります。痛み
の原因は患者さんによって異なるため、

その原因を見極めることはとても重要
です。
　もちろん、最先端の医療技術を駆使
した痛みの治療にも積極的に取り組ん
でいます。三叉神経痛に対する熱凝固
療法など難治性の神経痛への特殊な
治療は、日本でも屈指の症例数を誇り
ます。麻薬性の鎮痛薬でも抑えきれな
いがん等の痛みには、特殊な神経ブロ
ックを行っています。
　本院の疼痛医療センターは、厚生労
働省の「痛みセンター設立協議会」の
一つに認定されており、疼痛医学寄附
講座は、「いろいろな専門家が協力して
痛みを取る」との理念に基づいて、セン
ターの活動を支えています。

ニ
オ
ン
外
来
も
開
設
し
て

お
り
、
今
後
は
海
外
か
ら

の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

依
頼
へ
の
積
極
的
な
対
応

を
目
指
し
ま
す
。

●
退
院
支
援
・
医
療
福
祉

　

相
談

　

在
宅
療
養
環
境
の
設
定

や
転
院
調
整
が
必
要
な
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
に
対
し
、

看
護
師
、
M
S
W
（
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

を
中
心
に
病
状
や
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
情
報
提
供
を
行

い
、
各
機
関
と
連
携
を
図

り
、
安
心
し
て
医
療
を
継

続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
等
に
M
S
W
を

重
点
的
に
配
置
し
、
円
滑

な
退
院
調
整
に
努
め
た
結

果
、
患
者
さ
ん
の
入
院
日

数
を
短
く
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
今
後
、

逆
紹
介
に
関
す
る
業
務
や

外
来
患
者
さ
ん
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を

図
り
、
国
が
す
す
め
る
在

宅
医
療
の
推
進
に
対
応
で

き
る
人
員
配
置
や
シ
ス
テ

ム
を
作
る
予
定
で
す
。

②
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム

　

移
植
医
療
、
が
ん
・
遺

伝
子
医
療
な
ど
の
高
度
で

先
進
的
な
医
療
を
行
う
う

え
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
医
療
従
事
者
に
不
可

欠
な
心
の
ケ
ア
の
た
め
に

2
0
0
5
年
10
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
臨
床
心
理
士

を
中
心
に
、
医
師
、
看
護

師
、
M
S
W
、
移
植
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
保
健
学

科
教
員
ら
多
職
種
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
度
先
進
医
療
を
円
滑

に
進
め
る
に
あ
た
り
、
本

チ
ー
ム
に
よ
る
心
理
的
援

助
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
記
録
の
分

析
・
検
討
を
通
じ
て
、
心

理
的
サ
ポ
ー
ト
の
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

③
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム

　

入
院
患
者
さ
ん
を
対
象

に
週
1
回
、
皮
膚
科
医
師

2
名
、
薬
剤
師
1
名
、
栄

養
士
2
名
、
看
護
師
1
名

の
メ
ン
バ
ー
で
回
診
を
行
い
、

褥
瘡
の
治
療
と
予
防
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

の
患
者
さ
ん
の
診
断
、
治

療
の
効
果
を
上
げ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

結
節
性
硬
化
症
な
ど
の

遺
伝
性
の
疾
患
に
つ
い
て

も
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
原

因
解
明
や
悪
化
因
子
の
探

索
な
ど
を
行
い
、
有
効
な

薬
物
療
法
な
ど
を
開
発
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皮
膚
が
ん
に
つ

い
て
も
集
学
的
な
治
療
を

行
い
、
悪
性
黒
色
腫（
メ

ラ
ノ
ー
マ
）に
関
し
て
は

臨
床
研
究
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
患
者
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
血
液
の

が
ん
で
あ
る
悪
性
リ
ン
パ

腫
の
症
状
も
皮
膚
に
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
血
液
・

腫
瘍
内
科
と
も
連
携
し
て

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

て
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
初

診
予
約
の
申
し
込
み
を
受

け
、
診
療
日
の
設
定
や
診

察
用
I
D
番
号
を
発
行
し

た
う
え
で
、
返
信
し
て
い

ま
す
。
更
な
る
業
務
の
円

滑
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
た
め
、
逆
紹
介
デ
ー
タ

の
集
約
や
電
子
紹
介
状
の

運
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
院
以
外
の
主
治

医
に
か
か
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
へ
の
意
見
・
判
断
を

提
供
す
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

　

保
健
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
は
、
1
9
9
6

年
度
に
地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
を
よ
り
充
実
す
る
た

め
に
地
域
医
療
推
進
室
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。

2
0
0
1
年
度
に
改
組
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
「
専
門

看
護
外
来
」
を
看
護
部
に

移
し
、「
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
部
門
」「
心
の
ケ
ア
チ

ー
ム
」「
褥
瘡
対
策
チ
ー

ム
」
の
体
制
と
な
り
ま
し

糖尿病治療患者の交流の場
　大阪大学あけぼの会は、本院の内分泌・代謝内科、
老年・高血圧内科で糖尿病治療を受けておられる患
者さんの会（会員約120人、うち役員約10人）です。
患者さん同士で交流し、医師、看護師、栄養士など
の医療関係者とのコミュニケーションを図り、糖尿
病の在宅治療に役立つ最新情報を共有するための会
誌「あけぼの」の発行をしています。
　年1回の総会や生活習慣病に関する講演会のほか、
メタボレスメニューを楽しんでいただく阪大病院ス
カイレストランでの食事会なども開催しています。

阪大病院を見学してみませんか
　阪大病院では、大学病院について広く皆様に知っ
ていただくために、「病院見学会」を実施いたします。
普段は接することのできない場所を見学いただくと
ともに、最先端の医療に触れるチャンスです。ぜひ
お気軽にご参加ください。

●実施日時 9月28日（金）午後2時～午後4時30分
●募集期限 9月10日（月）必着
●対 象 者 一般市民（成人、個人） 
●募集人員 15名
●申込方法 はがき、ファックス、電子メールにより、氏

名、性別、年齢、郵便番号、住所、電話番号を
明記のうえ下記へ送付（個人情報は、本件以外の目的
には使用いたしません。）

●送付・問い合わせ先 〒565-0871　吹田市山田丘2-15
大阪大学医学部附属病院総務課広報評価係

 TEL　06（6879）5020,5021
 FAX　06（6879）5019
●E -ma i l ibyou-soumu-kouhyo@offi ce.osaka-u.ac.jp
●決定通知 応募者多数の場合は抽選により決定し、参

加の可否をはがきでお知らせします。
●見学場所 ドクターヘリ、未来医療センター、内視鏡セ

ンター、薬剤部など。（※都合により、見学場
所が変更になる場合があります。）

新任部長ごあいさつ

　病理部は、摘出された手術
標本や生検標本により、組織診
断や細胞診断を行う中央診療
施設です。一刻も早い治療方

針の決定に役立つよう、できるだけ迅速で的確
な診断を目標としています。部内での活発なディ
スカッションや診療科の壁を越えたカンファレン
スにより、役立つ診断に積極的に取り組みます。
また、全国的に不足している病理医を育成でき
る体制を整えるよう、全員が一丸となって努力
していきたいと思います。

森
もり

井
い

 英
えいいち

一●病理部長

　

さ
ら
に
、
後
天
的
に
皮

膚
の
色
が
抜
け
て
白
斑
に

な
る
、
原
因
不
明
の
尋
常

性
白
斑
に
は
、
紫
外
線
照

射
に
よ
る
新
し
い
治
療
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

診
療
を
円
滑
に
す
る
た

め
に
、
当
科
を
受
診
さ
れ

る
際
は
紹
介
状
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

疼痛医学寄附講座

痛みの原因を
複数科で究明

た
。
質
の
高
い
医
療
と
患

者
さ
ん
の
Q
O
L
の
向
上

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
円
滑
で

効
率
的
な
病
診
連
携
及
び

病
病
連
携
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
以
下
に
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

●
初
診
予
約
・
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
予
約

　

地
域
の
医
療
機
関
か
ら

の
紹
介
患
者
さ
ん
に
つ
い

①
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

サブウェイがオープン
　サンドイッチの「サブ
ウェイ阪大病院店」が6
月9日、1階一般食堂東
側にオープンしました。
健康志向、本物志向の食
生活のニーズに応えるた
め、「新鮮でヘルシーで
体にやさしい」をコンセ
プトとして、たっぷりの
新鮮野菜と店内で焼き上
げたパンを使い、お好み
のサンドイッチを目の前
でお作りします。

●営業時間 平　　　日 午前 8時～午後6時
土日・休日 午前 10時～午後6時

七夕コンサートにうっとり
　7月6日 に恒例
の七夕コンサート
が開催されました。
　第一部は堀井教
授（微生物病研究
所）のフルートと
吉場研究員（生命
機能研究科）のピ
アノによるデュエ
ットで、患者さん

はうっとりと聞き入っておられました。
　第二部の梅花女子大学チアリーディング部による
アクロバティックな演技には、場内から大きな拍手
が起こりました。終了後には、患者さんから「良か
ったよ」「元気をもらった」と感動の声を寄せてい
ただきました。

（平成24年5月1日就任）

皮膚バリア機能や発汗機能を測定している

保健医療福祉ネットワーク
部のキャラクター

す


